
工法名： システム型枠（Doka、Periなど） No. 2018-躯体(RC)-03

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等
Doka Japan 株式会社
ペリー・ジャパン株式会社

備　考
・No.2018-躯体(RC)-20「アルミ製スラブ用システム型枠」も参照下さい。
・リース品

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 なし

型枠の面材はもちろん、支保工・作業足場・転用方法・小物資材から仮設計
算まで１社でシステマチックに製品化され一括で調達できるシステム型枠。日
本法人としての海外製品としてはDoka社やPeri社が有名。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・高層建物のセンターコア躯体の内外型枠に使うことが多い。（土木では高架
橋の橋脚型枠）
・セルフクライミング式（油圧）ならば、システム型枠揚重のためのクレーン作
業が不要となる。
・建物外周やコア内部の躯体（鉄骨梁やRCスラブ）のアンカーボルトや鉄筋継
手などを躯体内に仕込む必要がある。
・ここでは紹介していないが、スラブの移動型枠システムとの併用可能。
【効果】
・物量の多いコア工区先行により、他工区の物量を平準化できる。
・コア躯体精度が向上する。
・コア躯体の工期の短縮が可能。
・高所作業の安全性が向上する。

適用条件
「コア躯体＋外周柱＋鉄骨造のつなぎ梁」などの構造形式で特に有利。日本
の安全面から見ると、躯体と作業床の間の隙間塞ぎに工夫が必要な場合あ
り。型枠大工の慣れが必要。

上・右： Doka Japan 株式会社HPより

（2018.01.11） 

左：ペリー・ジャパン株式会社HPより

（2018.01.11） 
海外でのフラットスラブ構造での適用例 

※仮設作業床もシステム化されている 

plus 
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